
大
阪
市
に
お
け
る
消
化
出
血
患
者
の
搬
送
特
性
か
ら
み
た
地
域
グ
ル
ー
プ

木
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【要
約
】
患
者
の
受
入
先
医
療
機
関
が
速
や
か
に
決
定
し
な
い
救
急
事
案
（
救
急
搬
送
困
難
事
案
）
が
全
国
的
に
報
告
さ
れ
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
大
阪
市
内
で
搬
送
困
難
が
報
告
さ
れ
て
い
る
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
特
性
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
差
を
明
ら
か
に
し
、
患
者
の
円
滑
な
救

急
搬
送
に
む
け
た
対
応
策
を
検
討
し
た
。
分
析
手
法
と
し
て
、
搬
送
特
性
の
地
域
差
を
検
討
す
る
た
め
に
「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
と
い
う
空
間
分
析
単

位
を
考
案
し
、
平
日
・
休
日
や
時
間
帯
ご
と
の
搬
送
時
間
や
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
を
も
と
に
消
化
出
血
患
者
の
搬
送
特
性
を
分
析
し
た
。
分
析
の
結

果
、
搬
送
特
性
に
よ
り
大
阪
市
内
は
五
つ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
、
平
日
・
休
日
や
時
間
帯
に
よ
り
搬
送
困
難
に
明
確
な
地
域
差
が
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
消
化
出
血
患
者
の
発
生
状
況
と
受
入
先
と
な
る
医
療
機
関
の
立
地
状
況
か
ら
検
討
す
る
と
、
両
者
と
の
間
で
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
地
域
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
は
消
化
出
血
患
者
に
対
す
る
病
院
群
輪
番
制
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る
。

史
林

一
〇
三
巻
一
号

二
〇
二
〇
年
一
月

は

じ

め

に

本
研
究
の
目
的
は
、「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
と
い
う
新
し
い
空
間
分
析
単
位
を
導
入
し
、
都
市
部
に
お
い
て
救
急
搬
送
困
難
が
報
告
さ
れ

て
い
る
消
化
管
出
血
患
者
の
大
阪
市
二
次
医
療
圏
（
大
阪
市
）
に
お
け
る
搬
送
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
患
者
の
円
滑
な
救
急
搬
送

に
む
け
た
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

消
防
白
書
に
よ
る
と
、
全
国
に
お
け
る
医
療
機
関
へ
の
平
均
搬
送
時
間
は
三
三
・
四
分
（
平
成
十
九
年
）
か
ら
三
九
・
三
分
（
平
成
二
十
九
年
）
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と
増
加
し
て
お
り
、
救
急
搬
送
の
長
時
間
化
が
報
告
さ
れ
て
い
る①
。
ま
た
、
患
者
の
受
入
先
医
療
機
関
が
速
や
か
に
決
定
し
な
い
救
急
事
案

（
救
急
搬
送
困
難
事
案
）
が
全
国
的
に
報
告
さ
れ
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る②
。

こ
の
よ
う
な
社
会
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
救
急
搬
送
困
難
の
解
決
に
む
け
て
平
成
二
十
一
年
に
「
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
三
四
号
）
が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
改
正
に
伴
い
、
各
都
道
府
県
に
「
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
け
入
れ

の
実
施
に
関
す
る
基
準
」（
以
下
、
実
施
基
準
）
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
地
域
に
お
け
る
現
状
の
医
療
資
源
を
前
提
に
、
消
防
機
関
と
医
療

機
関
の
連
携
体
制
の
強
化
と
傷
病
者
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
搬
送
及
び
受
入
体
制
の
構
築
が
目
指
さ
れ
た③
。
具
体
的
に
は
、
都
道
府
県
は
、

消
防
機
関
、
医
療
機
関
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
け
入
れ
の
実
施
に
関
す
る
基
準
を
策

定
し
、
傷
病
者
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
分
類
さ
れ
た
医
療
機
関
の
リ
ス
ト
の
作
成
や
、
救
急
隊
に
よ
る
傷

病
者
の
状
況
の
観
察
基
準
等
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

消
防
法
改
正
に
先
立
ち
、
本
研
究
対
象
地
域
に
近
接
す
る
泉
州
医
療
圏
で
は
、
診
療
機
関
別
の
医
療
機
関
リ
ス
ト
の
作
成
や
、
救
急
隊
が
迅

速
に
病
院
選
定
を
行
う
た
め
の
運
用
ル
ー
ル
が
策
定
さ
れ
、
特
に
搬
送
困
難
事
案
が
多
発
し
た
吐
下
血
・
消
化
管
出
血
や
脳
卒
中
に
対
し
て
は

最
終
受
け
入
れ
当
番
病
院
制
が
導
入
さ
れ
た④
。
本
研
究
対
象
地
域
で
あ
る
大
阪
市
二
次
医
療
圏
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
四
年
二
月
に
実
施
基

準
が
運
用
さ
れ
て
い
る
が
、
小
児
外
科
や
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
困
難
が
報
告
さ
れ
て
い
る
状
況⑤
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
本

研
究
で
は
、
救
急
隊
活
動
を
記
録
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
大
阪
市
に
お
け
る
消
化
管
出
血
患
者
の
医
療
機
関
へ
の
搬
送
特
性
を
地
理
的
分
析

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
で
は
救
急
搬
送
困
難
と
い
う
地
域
医
療
の
課
題
に
対
し
て
地
理
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
分
析
を
試
み
る
が
、「
疾
病
や
地
域⑥
」、「
健

康
と
場
所⑦
」
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
地
理
学
で
は
疾
病
地
理
学
や
医
学
地
理
学
と
呼
ば
れ
る
学
問
領
域
に
お
い
て
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
疾

病
を
引
き
起
こ
す
要
因
は
個
々
人
の
遺
伝
的
特
性
や
生
活
習
慣
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
個
々
人
を
取
り
巻
く
環
境
が
あ
る
。
特
に
感
染
症

に
関
し
て
は
環
境
的
な
要
因
が
大
き
く
、
産
業
革
命
期
に
お
け
る
都
市
部
で
の
急
激
な
人
口
増
加
に
よ
る
コ
レ
ラ
の
流
行
が
そ
の
一
例
と
な
ろ
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う
。
Ｊ
・
ス
ノ
ー
医
師
が
作
成
し
た
と
さ
れ
る
コ
レ
ラ
患
者
の
分
布
地
図⑧
は
疾
病
状
況
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
例
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
疾

病
発
生
状
況
の
地
理
的
分
布
の
把
握
や
、
疾
病
と
疾
病
が
発
生
す
る
地
域
と
の
社
会
経
済
的
要
因
、
あ
る
い
は
自
然
環
境
的
要
因
と
の
関
係
を

分
析
・
考
察
す
る
疾
病
地
理
学
の
古
典
的
な
例
と
い
え
よ
う
。

地
域
医
療
の
課
題
に
関
し
て
も
、
医
療
の
需
要
側
と
な
る
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
と
、
医
療
の
供
給
側
と
な
る
医
療
機
関
や
あ
る
い
は
救
急
搬

送
を
行
う
消
防
機
関
と
の
間
で
は
空
間
的
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
疾
病
地
理
学
の
分
析
の

枠
組
み
が
有
効
に
な
ろ
う
。

本
稿
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
研
究
対
象
地
域
と
な
る
大
阪
市
に
お
け
る
救
急
搬
送
、
お
よ
び
消
化
管
出
血
患
者
の
発

生
動
向
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
第
二
章
で
は
、
医
療
機
関
へ
の
搬
送
特
性
を
分
析
す
る
た
め
に
考
案
し
た
「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
の
定
義
、

お
よ
び
そ
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
第
三
章
、
お
よ
び
第
四
章
で
は
、
大
阪
市
に
お
け
る
消
化
管
出
血
患
者
に
対
す
る
搬
送
特
性
を

明
ら
か
に
し
、
搬
送
困
難
が
生
じ
る
要
因
や
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
本
稿
の
最
後
に
本
研
究
の
知
見
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ

る
。①

総
務
省
消
防
庁
『
平
成
30
年
版
消
防
白
書
』、
二
〇
一
九
年
。

②

平
成
二
十
年
に
東
京
都
内
で
発
生
し
た
脳
出
血
を
起
こ
し
た
妊
婦
の
死
亡
は
産

科
医
療
の
脆
弱
性
や
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
問
題
提
起
さ
れ
た
が
、
後
に
政
治

的
な
議
論
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
妊
婦
の
場
合
、
七
つ
の
医
療
機
関
か
ら
受
け

入
れ
を
拒
否
さ
れ
死
亡
に
至
っ
た
。
読
売
新
聞
『
脳
出
血
の
妊
婦
搬
送
、
7
病
院

が
受
け
入
れ
拒
否
「
対
応
で
き
ぬ
」
出
産
後
死
亡
』
東
京
版
夕
刊
、
二
〇
〇
八
年

十
月
二
二
日
。

③

厚
生
労
働
省
『
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
け
入
れ
の
実
施
に
関
す
る
基
準
の
策
定

に
つ
い
て
』
消
防
救
第
二
四
八
号
・
医
政
発
第
一
〇
二
七
第
三
号
https://w
w

w
.m
hlw
.go.jp/w
eb/t_doc?dataId=00tb5695&
dataT
ype=1&
pageN
o=1

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日
。

④

泉
州
医
療
圏
は
大
阪
府
南
部
に
位
置
し
、
八
市
四
町
の
自
治
体
か
ら
な
る
二
次

医
療
圏
で
あ
る
。
救
急
患
者
の
受
入
れ
能
勢
が
脆
弱
で
あ
り
、
搬
送
先
選
定
困
難

症
例
や
相
当
数
の
入
院
必
要
患
者
が
医
療
圏
外
病
院
へ
の
長
時
間
搬
送
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
。
中
尾
彰
太
、
川
口
竜
助
、
水
島
靖
明
、
他
「
二
次
医
療
圏
規
模

で
導
入
し
た
新
し
い
救
急
医
療
体
制
の
効
果
と
さ
ら
な
る
体
制
整
備
に
向
け
た
課

題
」、
日
本
臨
床
救
急
医
学
会
誌
、
十
六
巻
六
号
、
八
一
七
-
八
二
五
頁
、
二
〇

一
三
。

⑤

大
阪
市
消
防
局
救
急
部
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
ま
た
、
森
脇
（
二
〇
〇
八
）

ら
は
、
腹
痛
や
吐
下
血
な
ど
の
腹
部
救
急
疾
患
は
消
化
器
系
以
外
の
専
門
家
か
ら

敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
森
脇
義
弘
、
杉
山
貢
、
鈴
木
範

行
「
都
市
部
で
の
吐
下
血
症
例
の
救
急
搬
送
受
け
入
れ
状
況
」、
日
本
腹
部
救
急

大阪市における消化出血患者の搬送特性からみた地域グループ（木村）

217 (217)



医
学
会
雑
誌
、
二
十
八
巻
五
号
、
六
七
九
-
六
八
三
頁
、
二
〇
〇
八
年
。
な
お
、

大
阪
市
二
次
医
療
圏
に
お
け
る
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
困
難
に
つ
い
て
は
山
本

ら
（
二
〇
一
四
）
の
報
告
を
参
照
。
山
本
啓
雅
、
木
村
義
成
、
林
田
純
人
、
他

「
消
防
法
改
正
に
よ
る
医
療
機
関
リ
ス
ト
作
成
後
の
消
化
管
出
血
患
者
の
動
向
〜

大
阪
市
消
防
局
覚
知
デ
ー
タ
を
用
い
た
解
析
〜
」、
十
七
巻
二
号
、
三
五
七
頁
、

二
〇
一
四
。

⑥

一
例
と
し
て
、
加
賀
美
（
二
〇
〇
四
）
は
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
脳
卒
中
や

様
々
な
疾
病
と
の
地
域
差
や
疾
病
の
発
生
パ
タ
ー
ン
か
ら
み
た
地
域
性
に
関
し
て

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
加
賀
美
雅
弘
『
病
気
の
地
域
差
を
読
む
地
理
学
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
』、
古
今
書
院
、
二
二
四
頁
、
二
〇
〇
四
。

⑦

中
谷
（
二
〇
一
一
）
は
健
康
と
場
所
を
め
ぐ
る
健
康
・
医
学
地
理
学
に
関
し
て
、

近
年
の
研
究
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
近
隣
環
境
と
健
康
格
差
の
観
点
か
ら
国
内
外

の
研
究
を
整
理
し
て
い
る
。
中
谷
友
樹
「
健
康
と
場
所

近
隣
環
境
と
健
康
格

差
研
究

」、
人
文
地
理
、
六
十
三
巻
四
号
、
五
八
-
七
五
頁
、
二
〇
一
一
。

⑧

John
Snow
.“O
n
the
m
ode
of
com
m
unication
of
cholera.”
John

Churchill.1855.

第
一
章

大
阪
市
に
お
け
る
救
急
搬
送

第
一
節

研
究
対
象
地
域

本
節
で
は
、
研
究
対
象
地
域
と
な
る
大
阪
市
二
次
医
療
圏①
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
大
阪
市
二
次
医
療
圏
は
大
阪
市
二
十
四
区
で
構
成
さ
れ
る

人
口
約
二
七
二
・
五
万
人②
の
医
療
圏
で
あ
り
、
本
医
療
圏
は
大
阪
市
の
行
政
界
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
研
究
対
象
地
域
を
大

阪
市
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
大
阪
市
内
で
発
生
し
た
119
番
通
報；

救
急
覚
知
（
以
下
、
救
急
覚
知
）
は
大
阪
市
消
防
局
が
原
則
全
て
対
応
し
て
い

る
。
大
阪
市
内
に
は
平
成
三
十
年
四
月
時
点
で
二
五
消
防
署
と
二
五
出
張
所
に
六
三
救
急
隊
が
配
置
さ
れ
て
お
り
（
図
1
）、
各
救
急
隊
か
ら

傷
病
者
に
対
し
て
救
急
出
動
し
医
療
機
関
へ
の
搬
送
を
行
っ
て
い
る
。

研
究
対
象
地
域
で
あ
る
大
阪
市
で
は
高
齢
化
に
よ
り
救
急
覚
知
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る③
。
そ
し
て
、
大
阪
市
は
政
令
指
定
都
市
の
中
で

も
対
人
口
比
に
対
し
て
救
急
覚
知
数
が
最
も
多
く
、
様
々
な
救
急
搬
送
困
難
が
報
告
さ
れ
て
い
る④
。
次
節
で
は
、
大
阪
市
消
防
局
に
お
け
る
救

急
搬
送
の
仕
組
み
、
お
よ
び
救
急
搬
送
に
お
け
る
時
間
経
過
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
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図1 大阪市内における医療圏と救急隊配置
本図の英数字で示される箇所に救急車が出動する消防署／消防分署

が配置されている。本図のN・S・E・Wは、それぞれ、北部医療圏、
南部医療圏、東部医療圏、西部医療圏を示し、数字は各医療圏で任意
に与えた番号を示す。また、太線は大阪市を東西南北の地域で分割し
た大阪市基本保健医療圏の境界を示している。
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た大阪市基本保健医療圏の境界を示している。
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第
二
節

大
阪
市
に
お
け
る
救
急
搬

送
の
仕
組
み

救
急
救
命
活
動
に
お
い
て
は
、
傷
病
者
に
対
し
て
一
定

時
間
内
に
適
切
な
初
期
処
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
救
命
率
が

下
回
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り⑤
、
救
急
搬
送
の
時
間
経

過
の
中
で
は
、
特
に
救
急
覚
知
場
所
へ
の
到
着
、
つ
ま
り

「
出
場
〜
現
場
到
着
」
ま
で
の
時
間
短
縮
が
重
要
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
阪
市
消
防
局
で
は
、「
出
場
〜
現
場

到
着
」
ま
で
の
時
間
短
縮
を
図
る
べ
く
、
傷
病
者
へ
最
短

時
間
で
到
達
で
き
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
大
阪

市
内
で
発
生
し
た
全
て
の
救
急
事
案
は
、
大
阪
市
西
区
に

あ
る
大
阪
市
消
防
局
・
消
防
指
令
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
入

電
処
理
さ
れ
る
。
入
電
処
理
さ
れ
た
救
急
事
案
は
電
子
地

図
上
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
救
急
事
案
が
発
生
し
た
場
所
に

最
短
時
間
で
到
着
で
き
る
救
急
隊
が
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
よ
り
自
動
的
に
選
別
処
理
さ
れ
、
そ
の
選
別
さ
れ

た
救
急
隊
に
出
動
指
令
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
す
で
に
出
動
し
た
救
急
隊
に
近
接
す
る
地
点
で

大阪市における消化出血患者の搬送特性からみた地域グループ（木村）
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図2 救急活動における時間経過図2 救急活動における時間経過図2 救急活動における時間経過

別
の
救
急
事
案
が
発
生
し
、
直
近
の
救
急
隊
が
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
次
に
時
間
的
に
直
近
す
る
別
の

救
急
隊
が
選
別
さ
れ
、
出
動
指
令
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
救
急
覚
知
時
に
心
肺
停
止
の

可
能
性
が
高
い
患
者
に
対
し
て
は
、
患
者
に
近
接
す
る
消
防
車
両
も
同
時
に
出
場
さ
せ
て
対
応
し
て
い
る⑥
。

次
に
、
救
急
搬
送
に
お
け
る
時
間
経
過
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

救
急
搬
送
に
お
い
て
、
傷
病
者
の
医
療
機
関
へ
の
収
容
に
至
る
時
間
経
過
は
、
大
き
く
分
け
て
、「
傷

病
発
生
〜
消
防
署
に
よ
る
覚
知
」、「
覚
知
〜
救
急
車
の
現
場
到
着
」、「
現
場
到
着
〜
傷
病
者
の
医
療
機
関

へ
の
収
容
」
の
三
段
階
に
分
類
さ
れ
る⑦
。
大
阪
市
消
防
局
は
、
時
間
経
過
を
さ
ら
に
細
か
く
、「
入
電
〜

覚
知
」、「
覚
知
〜
指
令
」、「
指
令
〜
出
場
」、「
出
場
〜
現
場
到
着
」、「
現
場
到
着
〜
接
触
」、「
接
触
〜
車

内
収
容
」、「
車
内
収
容
〜
搬
送
開
始
」、「
搬
送
開
始
〜
医
療
機
関
到
着
」、「
医
療
機
関
到
着
〜
医
療
機
関

引
揚
」、「
医
療
機
関
引
揚
〜
帰
署
」
の
時
間
経
過
に
分
類
し
て
お
り
（
図
2
）、
こ
れ
ら
の
時
間
経
過
に

対
す
る
日
時
の
情
報
を
全
て
救
急
搬
送
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
保
存
し
て
い
る
。

本
研
究
で
は
大
阪
市
消
防
局
の
救
急
搬
送
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
救
急
搬
送
事
案
を
抽
出
し
分
析
を
行
っ

た
。
次
節
で
は
、
大
阪
市
内
で
平
成
三
十
年
の
一
年
間
に
覚
知
さ
れ
た
救
急
事
案
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

第
三
節

大
阪
市
に
お
け
る
救
急
活
動
の
概
要

表
1
は
平
成
三
十
年
の
一
年
間
に
発
生
し
た
救
急
事
案
を
活
動
区
分
と
事
故
種
別
ご
と
に
分
類
し
た
表

で
あ
る
。
活
動
区
分
の
項
目
を
み
る
と
、
救
急
隊
員
が
搬
送
先
医
療
機
関
を
決
定
す
る
「
傷
病
者
搬
送

（
選
択
）」
と
搬
送
さ
れ
る
患
者
や
そ
の
家
族
が
搬
送
先
医
療
機
関
を
決
定
す
る
「
傷
病
者
搬
送
（
依
頼
）」

が
約
七
七
％
を
占
め
て
い
る
。
次
に
、
事
故
種
別
の
項
目
に
注
目
す
る
と
、
上
位
三
つ
は
、
急
病
、
一
般
、
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表1 大阪市内における救急覚知（平成三十年）

活動区分 事故種別

傷病者搬送（選択） 109,437 (44.9) 急病 165,282 (67.9)
傷病者搬送（依頼） 78,648 (32.3) 一般 40,195 (16.5)
傷病者搬送（転院） 12,737 (5.2) 交通 15,597 (6.4)
不搬送 42,708 (17.5) 転院 12,737 (5.2)
医師搬送 6 (0.0) その他 9,725 (4.0)
総計 243,536 総計 243,536

注） 事故種別の「一般」は日常生活における怪我を、「その他」は、労災、火災、
自傷、加害、運動による怪我などが該当する。

表2 全傷病者、および消化管出血患者に対する医療機関連絡回数（平成三十年）

医療機関連絡回数

全体 四回以上 三回以下 P

n (％) n (％) n (％)

全傷病者に対する救急搬送
時間フェーズ

平日昼間帯 26,044 (23.8) 934 (3.6) 25,110 (96.4)
平日夜間帯 44,731 (40.9) 5,518 (12.3) 39,231 (87.7) <0.001
休日 38,662 (35.3) 4,724 (12.2) 33,938 (87.8)

傷病程度
重症以上 2,598 (2.4) 197 (7.6) 2,401 (92.4)
中等症 30,307 (27.7) 4,197 (13.8) 26,110 (86.2) <0.001
軽症 76,532 (69.9) 6,782 (8.9) 69,750 (91.1)

消化管出血患者に対する救急搬送
時間フェーズ

平日昼間帯 155 (17.8) 8 (5.2) 147 (94.8)
平日夜間帯 388 (44.6) 83 (21.4) 305 (78.6) <0.001
休日 326 (37.5) 89 (27.3) 237 (72.7)

傷病程度
重症以上 8 (0.9) 1 (12.5) 7 (87.5)
中等症 703 (80.9) 151 (21.5) 552 (78.5) 0.49
軽症 158 (18.2) 28 (17.7) 130 (82.3)

注） 本データの全体数は救急隊員が搬送先医療機関を決定する「傷病者搬送（選択）」のみを対象として
いる。また、傷病程度は搬送先医療機関の医師が診断した傷病程度である。
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重症以上 8 (0.9) 1 (12.5) 7 (87.5)
中等症 703 (80.9) 151 (21.5) 552 (78.5) 0.49
軽症 158 (18.2) 28 (17.7) 130 (82.3)

注） 本データの全体数は救急隊員が搬送先医療機関を決定する「傷病者搬送（選択）」のみを対象として
いる。また、傷病程度は搬送先医療機関の医師が診断した傷病程度である。
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交
通
事
故
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
全
体
の
覚
知
件
数
の
約
九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
覚
知
件
数
、
お
よ
び
大
阪
市
の
人
口
を
勘
案
す
る
と
、

大
阪
市
内
で
は
平
成
三
十
年
の
一
年
間
に
救
急
車
が
二
・
二
分
に
一
回
出
場
し
、
大
阪
市
民
十
一
人
に
一
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

本
研
究
で
は
、
救
急
搬
送
困
難
は
覚
知
さ
れ
た
時
間
帯
や
平
日
・
休
日
、
あ
る
い
は
傷
病
程
度
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ど
う
か
統
計
的
に
明
ら

か
に
し
た
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
患
者
の
受
入
先
と
な
る
医
療
機
関
の
勤
務
体
制
を
勘
案
し
、
覚
知
年
月
日
、
お
よ
び
時
刻
の
情
報
か

ら
、「
平
日
昼
間
帯
」、「
平
日
夜
間
帯
」、「
休
日
」
の
三
つ
の
時
間
フ
ェ
ー
ズ
を
設
定
し
た⑧
。
ま
た
、
医
療
機
関
に
よ
る
医
師
の
診
察
結
果
の

情
報
か
ら
、「
軽
症
」、「
中
等
症
」、「
重
症
以
上
」
の
三
つ
の
傷
病
程
度
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
総
務
省
消
防
庁
『
救
急
業
務
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会⑨
』
の
基
準
に
し
た
が
い
、
医
療
機
関
へ
の
照
会
回
数
（
連
絡
回
数
）
が
四
回
以
上
を
救
急
搬
送
困
難
と
し
、
三
つ
の
時
間
フ

ェ
ー
ズ
、
お
よ
び
三
つ
の
傷
病
程
度
ご
と
に
集
計
し
た
救
急
事
案
数
に
つ
い
て
カ
イ
二
乗
検
定
を
行
い
、
覚
知
さ
れ
た
時
間
帯
や
平
日
・
休
日
、

お
よ
び
傷
病
程
度
に
よ
る
救
急
搬
送
困
難
の
有
意
差
の
有
無
を
明
ら
か
に
し
た
。

表
2
に
示
さ
れ
る
全
傷
病
者
に
対
す
る
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
を
み
る
と
、
救
急
搬
送
困
難
と
な
る
連
絡
回
数
が
四
回
以
上
の
患
者
搬
送

の
割
合
は
平
日
夜
間
帯
、
お
よ
び
休
日
に
お
い
て
一
二
％
を
超
え
て
お
り
、
平
日
昼
間
帯
と
比
較
す
る
と
救
急
搬
送
困
難
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
カ
イ
二
乗
検
定
の
結
果
か
ら
、
救
急
搬
送
困
難
は
覚
知
さ
れ
た
時
間
帯
や
平
日
・
休
日
に
よ
っ
て
有
意
差
が
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
傷
病
程
度
に
注
目
す
る
と
、
中
等
症
の
患
者
に
つ
い
て
救
急
搬
送
困
難
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
カ

イ
二
乗
検
定
か
ら
救
急
搬
送
困
難
は
傷
病
程
度
に
よ
っ
て
も
有
意
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

全
国
的
に
夜
間
や
休
日
に
お
け
る
救
急
搬
送
困
難
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が⑩
、
そ
の
傾
向
は
大
阪
市
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
表
2
か
ら

確
認
さ
れ
た
。
次
節
で
は
、
本
研
究
対
象
と
な
る
消
化
管
出
血
患
者
の
抽
出
方
法
と
抽
出
結
果
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
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第
四
節

大
阪
市
に
お
け
る
消
化
管
出
血
患
者
の
概
要

本
研
究
で
は
、
大
阪
市
消
防
局
の
救
急
搬
送
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
検
索
に
よ
り
研
究
対
象
の
疾
患
で
あ
る
吐
下
血
を
伴
う
消
化

管
出
血
患
者
を
抽
出⑪
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
阪
市
内
に
お
い
て
平
成
三
十
年
の
一
年
間
に
八
六
九
件
の
吐
下
血
を
伴
う
消
化
管
出
血
患
者
の
救

急
搬
送
が
抽
出
さ
れ
た
。

本
研
究
対
象
と
な
る
吐
下
血
を
伴
う
消
化
管
出
血
患
者
の
救
急
搬
送
に
つ
い
て
概
要
を
確
認
す
る
。
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
の
平
均
年
齢
は

六
六
・
六
歳
（
最
年
少
：
一
五
歳
、
最
高
齢
：
一
〇
一
歳
）
で
あ
り
、
十
歳
階
級
ご
と
分
類
す
る
と
、
八
〇
〜
八
九
歳
の
年
齢
階
層
の
患
者
数
が
最

大
値
の
一
九
五
名
と
な
る
。
ま
た
、
性
別
に
注
目
す
る
と
、
女
性
患
者
の
三
三
七
名
に
対
し
て
男
性
患
者
は
五
三
二
名
で
あ
り
、
男
性
は
女
性

の
約
一
・
六
倍
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
。
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
に
注
目
す
る
と
、
平
均
連
絡
回
数
は
二
・
六
回
（
最
少
：
一
回
、
最
大
：
二

二
回
）
で
あ
り
、
救
急
搬
送
困
難
と
み
な
さ
れ
る
四
回
以
上
の
連
絡
回
数
が
報
告
さ
れ
た
事
案
は
百
八
〇
件
で
あ
り
、
約
二
一
％
の
消
化
管
出

血
患
者
が
救
急
搬
送
困
難
に
該
当
す
る
。

次
に
、
医
療
機
関
連
絡
回
数
に
つ
い
て
、
表
2
に
示
さ
れ
て
い
る
全
傷
病
者
と
消
化
管
出
血
患
者
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。
平
日
夜
間
帯
、

お
よ
び
休
日
に
発
生
し
た
消
化
管
出
血
の
患
者
搬
送
の
二
〇
％
以
上
が
搬
送
困
難
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
全
傷
病
者
と
消
化
管

出
血
患
者
の
割
合
と
比
較
す
る
と
、
特
に
休
日
で
は
消
化
管
出
血
の
患
者
は
二
倍
以
上
の
値
で
救
急
搬
送
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
表
2
か

ら
読
み
取
れ
る
。
次
に
、
傷
病
程
度
に
注
目
す
る
と
、
軽
症
、
中
等
症
、
重
症
以
上
の
い
ず
れ
の
消
化
管
出
血
患
者
に
お
い
て
も
、
全
傷
病
者

に
対
す
る
患
者
と
比
較
す
る
と
、
医
療
機
関
連
絡
回
数
が
四
回
以
上
の
割
合
が
高
く
、
消
化
管
出
血
患
者
に
対
す
る
搬
送
困
難
の
状
況
が
数
値

か
ら
読
み
取
れ
る
。

本
章
で
は
、
研
究
対
象
地
域
で
あ
る
大
阪
市
に
お
け
る
救
急
活
動
を
概
説
し
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
消
化
管
出
血
患
者
の
抽
出
方
法
と
そ
の
結

果
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
次
章
で
は
、
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
特
性
の
地
域
差
を
把
握
す
る
た
め
に
、
新
た
に
考
案
し
た
「
救
急
隊
最
近
接
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地
域
」
の
定
義
と
作
成
方
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

①

地
域
医
療
の
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
都
道
府
県
が
設
定
し
た
地
域
単
位
を
医

療
圏
と
い
う
。
医
療
法
第
三
十
条
第
四
項
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
疾
病
予
防
か
ら

入
院
治
療
ま
で
一
般
的
な
保
健
医
療
を
提
供
す
る
二
次
医
療
圏
は
複
数
の
行
政
単

位
を
纏
め
た
圏
域
で
あ
り
、
本
研
究
対
象
地
域
と
な
る
大
阪
市
で
は
大
阪
市
全
体

が
二
次
医
療
圏
に
該
当
す
る
。
な
お
、
大
阪
市
二
次
医
療
圏
は
圏
域
内
に
多
数
の

医
療
機
関
が
存
在
す
る
た
め
、
市
域
を
東
西
南
北
で
分
割
し
た
大
阪
市
基
本
保
健

医
療
圏
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

②

大
阪
市
『
大
阪
市
の
推
計
人
口
年
報
（
平
成
30
年
）』、
二
〇
一
九
年
。
https:

//w
w
w
.city.osaka.lg.jp/toshikeikaku/page/0000014987.htm
l
最
終
閲

覧
日
：
二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日
。

③

大
阪
市
消
防
局
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
『
消
防
年
報
』
に
よ
る
と
、
平
成
二
十

九
年
、
お
よ
び
平
成
三
十
年
の
救
急
覚
知
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
二
二
万
九
〇
一
三
件
、

二
四
万
二
六
〇
一
六
件
で
あ
り
、
前
年
比
で
約
一
四
％
救
急
覚
知
件
数
が
増
加
し

て
い
る
。
年
報
の
中
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
と
救
急
出
場
件
数
の
増
加
に
つ
い
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
市
『
第
71
回

大
阪
市
消
防
年
報
（
平
成
三
十
年
）』、

二
〇
一
九
年
。

④

救
急
搬
送
困
難
の
例
と
し
て
、
本
研
究
で
取
り
扱
う
搬
送
先
医
療
機
関
の
選
定

困
難
の
他
に
不
搬
送
事
案
が
あ
げ
ら
れ
る
。
不
搬
送
事
案
は
119
番
通
報
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
通
報
者
や
そ
の
家
族
に
よ
る
救
急
車
の
乗
車
拒
否
す
る
こ
と
や
、
い

た
ず
ら
電
話
や
誤
報
に
よ
っ
て
生
じ
る
傷
病
者
を
医
療
機
関
に
搬
送
し
な
い
事
案

を
示
す
。
大
阪
市
は
政
令
指
定
都
市
の
中
で
不
搬
送
事
案
の
割
合
が
一
番
高
く
、

救
急
活
動
や
重
篤
な
患
者
の
搬
送
に
関
す
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

⑤

W
orld
H
ealth
O
rganization
“Planning
and
organization
of
em
er-

gency
m
edical
services”.
E
U
R
O
R
eports
and
Studies
35.
1981.
p.

21-28.

⑥

大
阪
市
内
で
の
救
急
搬
送
の
仕
組
み
や
時
間
経
過
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
消
防

局
救
急
部
に
対
す
る
聞
き
取
り
を
も
と
に
記
載
し
た
。

⑦

元
田
良
孝
、
石
井
ト
ク
、
堀
篭
義
裕
、
他
「
交
通
事
故
救
急
に
お
け
る
道
路
と

通
信
の
時
間
的
影
響

国
道
106
号
の
事
例
研
究

」、
第
二
十
回
交
通
工
学

研
究
発
表
会
論
文
報
告
集
、
八
十
五
-
八
十
八
頁
、
二
〇
〇
〇
年
。

⑧

本
研
究
に
お
け
る
三
つ
の
時
間
フ
ェ
ー
ズ
は
、
救
急
覚
知
さ
れ
た
時
刻
を
基
準

と
し
、
平
日
九
時
〇
〇
分
〜
十
六
時
五
十
九
分
、
平
日
十
七
時
〇
〇
分
〜
八
時
五

十
九
分
、
休
日
に
救
急
覚
知
さ
れ
た
事
案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
平
日
昼
間
帯
、
平
日
夜

間
帯
、
休
日
に
覚
知
さ
れ
た
事
案
と
定
義
し
た
。

⑨

総
務
省
消
防
庁
『
平
成
二
十
六
年
度
救
急
業
務
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
報

告
書
』
https://w
w
w
.fdm
a.go.jp/singi_kento/kento/item
s/kento150_

23_houkokusyo.pdf
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日
。

⑩

山
田
直
樹
、
柏
浦
正
広
、
片
岡
裕
貴
、
他
「
夜
間
受
け
入
れ
病
院
数
と
重
症
・

死
亡
例
の
救
急
搬
送
に
お
け
る
現
場
滞
在
時
間
と
の
関
連；

生
態
学
的
研
究
」、

日
本
臨
床
救
急
医
学
会
誌
、
二
十
一
巻
五
号
、
六
三
三
-
六
三
七
頁
、
二
〇
一
八

年
。

⑪

大
阪
市
消
防
局
が
管
理
す
る
救
急
搬
送
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
平
成
三
十
年
）
の

「
事
故
概
要
」
の
項
目
か
ら
、「
吐
血
」、「
下
血
」、「
吐
下
血
」、「
タ
ー
ル
」、

「
黒
色
便
」、「
血
便
」、「
消
化
管
出
血
」
の
い
ず
れ
か
の
単
語
を
含
む
事
案
を
抽

出
し
た
。
次
に
、「
活
動
区
分
（
名
称
）」
の
項
目
か
ら
「
傷
病
者
搬
送
（
選
択
）」

を
、「
搬
送
先
・
傷
病
分
類
（
名
称
）」
の
項
目
か
ら
「
消
化
器
系
」
を
、「
搬
送

先
・
傷
病
種
別
（
名
称
）」
の
項
目
か
ら
、「
上
部
消
化
管
の
疾
患
」、「
下
部
消
化

管
の
そ
の
他
の
疾
患
」、「
消
化
器
系
の
そ
の
他
の
疾
患
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
案
を
抽
出
し
た
。
さ
ら
に
、
消
化
管
内
視
鏡
、
も
し
く
は
消
化
管
外
科
手
術

に
対
応
可
能
な
「
内
科
」
と
「
外
科
」
に
診
療
科
目
を
絞
り
込
み
抽
出
を
行
っ
た
。
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第
二
章
「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
の
定
義
と
作
成

第
一
節

疾
病
や
地
域
医
療
に
お
け
る
空
間
分
析
単
位

疾
病
の
発
生
動
向
や
地
域
医
療
格
差
な
ど
を
分
析
す
る
空
間
分
析
単
位
と
し
て
二
次
医
療
圏
や
市
区
町
村
の
行
政
境
界
が
広
く
利
用
さ
れ
て

い
る①
。
研
究
対
象
地
域
で
あ
る
大
阪
市
は
市
域
全
体
が
一
つ
の
医
療
圏
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
大
阪
市
二
次
医
療
圏
は
大
阪
市

基
本
保
健
医
療
圏
と
い
う
東
西
南
北
の
四
つ
の
地
域
に
分
割
さ
れ
た
圏
域
か
ら
な
る
。

既
存
研
究
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
二
次
医
療
圏
を
空
間
分
析
単
位
と
し
た
場
合
、
本
研
究
対
象
地
域
で
あ
る
大
阪
市
二
次
医
療
圏
は
一
つ

の
空
間
分
析
単
位
と
な
り
救
急
搬
送
の
地
域
差
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
阪
市
二
次
医
療
圏
を
四
つ
の
医

療
圏
に
細
分
割
さ
れ
た
大
阪
市
基
本
保
健
医
療
圏
や
、
一
次
医
療
圏
（
二
十
四
区
）
を
空
間
分
析
単
位
し
て
も
、
救
急
活
動
は
保
健
医
療
圏
や

一
次
医
療
圏
を
越
え
て
行
わ
れ
る
点
、
疾
病
の
発
生
動
向
や
医
療
資
源
の
分
布
は
医
療
圏
や
行
政
界
の
境
界
と
は
一
致
し
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

一
方
、
近
年
、
統
計
デ
ー
タ
の
利
用
を
進
め
る
た
め
に
整
備
が
進
ん
で
い
る
町
丁
・
大
字
境
界
や
基
本
単
位
統
計
区
な
ど
の
小
地
域
の
区
域

で
は
、
本
分
析
の
救
急
搬
送
の
地
域
差
を
検
討
す
る
た
め
の
空
間
分
析
単
位
と
し
て
は
小
さ
い
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
救
急
医
療

に
お
け
る
搬
送
特
性
の
地
域
差
を
検
討
す
る
た
め
に
新
た
な
空
間
分
析
単
位
の
概
念
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
研
究
で
は
、「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
と
い
う
救
急
隊
の
活
動
を
も
と
に
し
た
独
自
の
空
間
分
析
単
位
を
定

義
し
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
用
い
て
作
成
し
た
。
次
節
で
は
、
救
急
隊
最
近
接
地
域
の
定
義
と
作
成
方
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

第
二
節
「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
の
定
義
と
作
成

第
一
章
で
解
説
し
た
よ
う
に
、
傷
病
者
に
対
し
て
迅
速
に
初
期
処
置
を
施
す
た
め
に
は
、
救
急
隊
は
覚
知
場
所
に
迅
速
に
到
着
す
る
必
要
が
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図3 救急隊最近接地域の作成過程
本図の旗で示されるアイコンは救急隊配置地点を、各救急隊配
置地点から放射線上に伸びる線は各八分の一地域メッシュの重心
に対して最短時間で到達可能な組み合わせを、各救急隊配置地点
を取り囲む太線は各救急隊が最短時間で到達できる地域を示して
いる。
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あ
る
。
つ
ま
り
、
救
急
活
動
に
お
い
て
は
、
救
急
隊
配
置
場
所

か
ら
救
急
覚
知
場
所
（「
出
場
〜
現
場
」）
の
現
場
到
着
時
間
の

短
縮
が
重
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
救
急
隊
配
置
計
画
に
お

い
て
、
各
救
急
隊
の
現
場
到
着
時
間
が
最
短
化
さ
れ
る
方
策
が

検
討
さ
れ
て
き
た
。

本
研
究
で
は
、
大
阪
市
内
の
五
〇
カ
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る

救
急
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
最
短
時
間
で
現
場
到
着
で
き
る
地
域
を

「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
と
定
義
し
、
こ
の
地
域
を
救
急
搬
送

の
地
域
差
を
検
討
す
る
空
間
分
析
単
位
と
し
た
。
本
研
究
で
は
、

以
下
の
方
法
で
「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
を
作
成
し
た
。

一
．
行
政
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
標
準
地
域
メ
ッ
シ
ュ
（
八

分
の
一
地
域
メ
ッ
シ
ュ②
）
の
定
義
に
し
た
が
い
、
研
究
対
象

地
域
を
約
一
二
五
ｍ
間
隔
の
格
子
上
に
区
切
り
、
全
て
の
格
子
に
対
し
て
重
心
地
点
を
求
め
た
。

二
．
重
心
地
点
を
救
急
覚
知
地
点
と
見
な
し
、
重
心
地
点
と
五
〇
カ
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
救
急
隊
と
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
移
動
時
間
を
総
当
た

り
計
算
し
た③
。

三
．
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
総
当
た
り
計
算
し
た
中
で
、
五
〇
カ
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
救
急
隊
の
ど
の
救
急
隊
が
、
ど
の
重
心
地
点
（
救
急
覚
知
地

点
）
に
出
動
す
れ
ば
最
短
時
間
で
到
達
で
き
る
か
を
求
め
た
（
図
3
）。

四
．
三
．の
処
理
で
求
め
た
結
果
を
八
分
の
一
地
域
メ
ッ
シ
ュ
（
約
一
二
五
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
）
に
対
し
て
割
り
当
て
、
大
阪
市
内
で
五
〇
カ
所
に
配
置
さ
れ
て
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図4 大阪市内における救急隊最近接地域
本図の旗で示されるアイコンは救急隊配置地点、大阪市内で示される境界線は各救急隊が最短時間で到

達できる地域を示している。本図で示される境界線は実際の救急活動の圏域ではなく、図3の作成過程で
示される各救急隊が最短時間で到達可能な地域を示す計算上の境界線である。
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い
る
救
急
隊
が
最
短
時
間
で
到
達
で

き
る
エ
リ
ア
を
救
急
隊
最
近
接
地
域

と
し
た
。

図
4
は
大
阪
市
に
お
け
る
救
急
隊
最
近

接
地
域
を
示
す
地
図
で
あ
る
。
各
区
域
は

各
救
急
隊
か
ら
最
短
時
間
で
到
達
で
き
る

範
囲
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
の
大
き

さ
は
救
急
隊
の
密
度
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
。
大
阪
市
外
縁
に
位
置
す
る
地
域
で
は
、

大
阪
市
の
中
心
部
と
比
較
す
る
と
相
対
的

に
救
急
隊
最
近
接
地
域
の
一
つ
あ
た
り
の

区
域
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

本
章
で
は
、
救
急
医
療
に
お
け
る
搬
送

特
性
の
地
域
差
を
検
討
す
る
た
め
に
考
案

し
た
「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
の
定
義
と

作
成
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
次
章
で

は
、
作
成
し
た
救
急
隊
最
近
接
地
域
を
空

間
分
析
単
位
と
し
た
消
化
管
出
血
患
者
の
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救
急
搬
送
の
大
阪
市
に
お
け
る
地
域
差
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

①

政
府
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
医
療
統
計
デ
ー
タ
と
し
て
厚
生
労
働
省

の
『
人
口
動
態
調
査
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
全
国
、
都
道
府
県
、
保
健
所
、
市
区
町

村
の
空
間
単
位
で
提
供
さ
れ
て
お
り
人
口
推
計
（
総
務
省
）、
生
命
表
（
厚
生
労

働
省
）
な
ど
他
の
統
計
や
施
策
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
民
間
企
業
や
研
究
機
関
で

も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

②

緯
度
・
経
度
を
基
準
に
地
域
を
区
切
っ
た
区
画
の
集
ま
り
を
地
域
メ
ッ
シ
ュ
と

い
う
。
地
域
メ
ッ
シ
ュ
は
人
口
な
ど
の
統
計
情
報
に
つ
い
て
経
年
比
較
や
地
域
間

比
較
を
行
う
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
国
勢
調
査
報
告
な
ど
行
政
分
野
で
利
用

さ
れ
て
い
る
地
域
メ
ッ
シ
ュ
は
、
行
政
管
理
庁
（
現
総
務
省
）
に
よ
り
、
統
一
的

な
作
成
方
法
等
を
定
め
た
「
統
計
に
用
い
る
標
準
地
域
メ
ッ
シ
ュ
お
よ
び
標
準
地

域
メ
ッ
シ
ュ
・
コ
ー
ド
」（
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
二
日
行
政
管
理
庁
告
示
第
一

四
三
号
）
と
し
て
告
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③

本
研
究
で
は
、
カ
ー
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
で
利
用
さ
れ
る
一
方
通

行
な
ど
の
交
通
条
件
や
、
道
路
幅
や
自
動
車
の
平
均
走
行
速
度
な
ど
の
走
行
条
件

の
情
報
が
格
納
さ
れ
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ー
タ
（
拡
張
版
全
国
デ
ジ
タ
ル
道

路
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ａ
Ｄ
Ｆ
））
を
も
と
に
、
各
救
急
隊
か
ら
上
記
の
各
重

心
へ
の
最
短
走
行
時
間
を
計
算
し
た
。
な
お
、
電
子
地
図
上
で
の
表
示
や
集
計
、

分
析
に
つ
い
て
は
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る

A
rcGIS
D
esktop
10.3.1
(Esri
Inc.)
を
使
用
し
た
。

第
三
章

大
阪
市
に
お
け
る
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
特
性

第
一
節

消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
特
性
の
指
標

本
節
で
は
、
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
特
性
を
検
討
す
る
た
め
に
採
用
し
た
指
標
と
そ
の
集
計
方
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
第
二
章
で
は
、

救
急
搬
送
困
難
の
基
準
を
「
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
」
が
四
回
以
上
と
定
義
し
、
全
傷
病
者
と
消
化
管
出
血
患
者
に
対
す
る
搬
送
困
難
に
つ

い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
本
研
究
で
は
、
消
化
管
出
血
患
者
に
対
す
る
搬
送
特
性
の
地
域
差
を
検
討
す
る
た
め
に
、「
医
療
機
関
へ
の
連
絡

回
数
」
に
、
さ
ら
に
医
療
機
関
へ
の
距
離
的
な
近
接
性
、
お
よ
び
医
療
機
関
選
定
時
の
交
渉
困
難
を
示
す
指
標
を
加
え
た
。
距
離
的
な
近
接
性
、

お
よ
び
選
定
時
の
交
渉
困
難
の
指
標
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
現
場
〜
医
療
機
関
の
移
動
距
離
（
㎞①
）」
と
「
医
療
機
関
へ
の
連
絡
時
間
（
分
）」
と
し
、

「
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
」
と
合
わ
せ
て
三
つ
の
指
標
を
搬
送
特
性
の
地
域
差
を
検
討
す
る
指
標
と
し
て
採
用
し
た
。
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表3 主成分負荷行列

第一主成分 第二主成分 第三主成分

現場～医療機関距離（平日昼間） 0.85 -0.34 -0.01
現場～医療機関距離（平日夜間） 0.84 -0.30 0.18
現場～医療機関距離（休日） 0.80 0.30 -0.38
連絡回数（平日昼間） 0.59 0.24 0.29
連絡回数（平日夜間） 0.04 0.40 0.86
連絡回数（休日） 0.16 0.91 -0.27
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本
研
究
で
は
、
消
化
管
出
血
患
者
の
覚
知
地
点
の
住
所
情
報
か
ら
ジ
オ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ②
に
よ
り
、
電
子
地

図
上
に
ポ
イ
ン
ト
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。
次
に
、
電
子
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
ポ
イ
ン
ト
の
情
報
と
「
救
急

隊
最
近
接
地
域
」
の
エ
リ
ア
情
報
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
五
〇
の
救
急
隊
最
近
接
地
域
に
対
し
て
搬
送
特
性
を

示
す
三
つ
の
指
標
を
集
計
し
た
。
次
節
で
は
、
大
阪
市
に
お
け
る
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
特
性
を
検
討
す

る
方
法
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

第
二
節

消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
特
性

本
研
究
で
は
、
消
化
管
出
血
患
者
の
救
急
搬
送
特
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
救
急
隊
最
近
接
地
域
ご
と
の

「
現
場
〜
医
療
機
関
の
移
動
距
離
」
と
「
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
」
を
時
間
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
に
集
計
し
、

六
つ
の
投
入
変
数
を
用
い
た
主
成
分
分
析
を
行
っ
た③
。
本
節
で
は
、
主
成
分
負
荷
行
列④
（
表
3
）
を
参
照
し

な
が
ら
各
主
成
分
に
つ
い
て
解
釈
す
る
。

第
一
主
成
分
は
、
そ
の
主
成
分
得
点
と
平
日
昼
間
帯
、
平
日
夜
間
帯
、
お
よ
び
休
日
に
お
け
る
「
現
場
〜

医
療
機
関
の
移
動
距
離
」
と
の
相
関
係
数
が
い
ず
れ
も
〇
・
八
を
超
え
る
こ
と
が
表
3
か
ら
読
み
取
れ
る
。

つ
ま
り
、
第
一
主
成
分
得
点
が
高
い
ほ
ど
、
時
間
フ
ェ
ー
ズ
を
問
わ
ず
、「
現
場
〜
医
療
機
関
の
移
動
距
離
」

の
値
が
高
く
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
た
め
、
第
一
主
成
分
は
「
長
距
離
搬
送
」
を
示
す
主
成
分
と
解
釈
で

き
る
。
第
二
主
成
分
は
、
そ
の
主
成
分
得
点
と
休
日
の
「
医
療
機
関
連
絡
回
数
」
と
の
相
関
係
数
が
〇
・
九

一
と
極
め
て
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
二
主
成
分
得
点
が
高
い
ほ
ど
、
休
日
の
「
医
療
機
関
連

絡
」
が
多
く
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
た
め
、
第
二
主
成
分
は
「
医
療
機
関
選
定
困
難
（
休
日
）」
を
示
す

主
成
分
と
解
釈
で
き
る
。
最
後
に
、
第
三
主
成
分
は
、
そ
の
主
成
分
得
点
と
平
日
夜
間
帯
の
「
医
療
機
関
連
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図5 第一主成分（長距離搬送を示す成分）図5 第一主成分（長距離搬送を示す成分）図5 第一主成分（長距離搬送を示す成分）

絡
回
数
」
と
の
相
関
係
数
が
〇
・
八
六
を
示

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
主
成
分
は

「
医
療
機
関
選
定
困
難
（
平
日
夜
間
帯
）」
を

示
す
主
成
分
と
解
釈
で
き
る
。

本
研
究
で
は
、
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送

特
性
の
地
域
差
を
検
討
す
る
た
め
に
、
救
急

隊
最
近
接
地
域
ご
と
に
各
主
成
分
得
点
の
分

布
図
を
作
成
し
た
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て

は
、
五
〇
の
救
急
最
近
接
地
域
に
つ
い
て
三

つ
の
主
成
分
得
点
に
対
し
て
標
準
偏
差
を
算

出
し
、
大
阪
市
内
に
お
け
る
標
準
偏
差
の
分

布
図
か
ら
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
特
性
の

地
域
差
を
検
討
し
た
。

図
5
は
「
長
距
離
搬
送
」
を
示
す
第
一
主

成
分
得
点
の
分
布
図
で
あ
る
。
東
西
南
北
で

分
割
さ
れ
た
大
阪
市
基
本
保
健
医
療
圏
の
境

界
と
重
ね
合
わ
せ
て
主
成
分
得
点
の
分
布
状

態
を
検
討
す
る
と
、
西
部
医
療
圏
や
北
部
医

療
圏
に
位
置
す
る
一
部
地
域
に
お
い
て
、
マ
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図6 第二主成分（医療機関選定困難（休日）を示す成分）図6 第二主成分（医療機関選定困難（休日）を示す成分）図6 第二主成分（医療機関選定困難（休日）を示す成分）図6 第二主成分（医療機関選定困難（休日）を示す成分）

イ
ナ
ス
一
・
五
標
準
偏
差
以
下
の
値
を
示
し

て
お
り
、
短
距
離
で
の
搬
送
、
す
な
わ
ち
覚

知
場
所
に
近
接
す
る
医
療
機
関
へ
の
搬
送
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、

大
阪
市
東
部
や
湾
岸
地
域
で
あ
る
S4
の
救
急

隊
配
置
地
点
周
辺
に
お
い
て
は
、
一
・
五
標

準
偏
差
以
上
の
値
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
地
域
に
お
い
て
は
相
対
的
に
消
化
管
出
血

患
者
に
対
し
て
長
距
離
搬
送
が
行
わ
れ
て
い

る
と
解
釈
で
き
る
。

次
に
、「
医
療
機
関
選
定
困
難
（
休
日
）」

を
示
す
第
二
主
成
分
得
点
の
分
布
図
（
図

6
）
を
み
る
と
、
北
部
医
療
圏
の
南
側
に
位

置
す
る
地
域
や
南
部
医
療
圏
の
一
部
の
地
域

に
お
い
て
一
・
五
標
準
偏
差
以
上
の
値
を
示

す
地
域
が
あ
り
、
休
日
の
医
療
機
関
選
定
困

難
が
発
生
し
て
い
る
地
域
と
し
て
推
測
さ
れ

る
。最

後
に
、「
医
療
機
関
選
定
困
難
（
平
日
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図7 第三主成分（医療機関選定困難（平日夜間帯）を示す成分）図7 第三主成分（医療機関選定困難（平日夜間帯）を示す成分）図7 第三主成分（医療機関選定困難（平日夜間帯）を示す成分）

夜
間
帯
）」
を
示
す
第
三
主
成
分
得
点
の
分

布
図
（
図
7
）
を
み
る
と
、
一
・
五
標
準
偏

差
以
上
の
値
を
示
す
地
域
は
西
部
医
療
圏
と

北
部
医
療
圏
が
交
差
す
る
地
域
に
お
い
て
分

布
す
る
他
、
南
部
医
療
圏
や
東
部
医
療
圏
の

一
部
地
域
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
平
日
夜
間
に
お
い
て
医
療
機

関
の
選
定
困
難
が
生
じ
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。本

節
で
は
、
大
阪
市
に
お
け
る
消
化
管
出

血
患
者
の
搬
送
特
性
の
地
域
差
を
主
成
分
分

析
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
。
次
節
で
は
、
主

成
分
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
三
つ
の

搬
送
特
性
を
用
い
て
、
大
阪
市
内
を
搬
送
特

性
に
よ
っ
て
分
類
（
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
）
す
る

方
法
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
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図8 主成分得点のクラスタ分析による樹形図
太文字のＡ～Ｅは類型化された5つの地域グループを示す。英数字

は消防署／消防分署を示す（図1参照）。

図8 主成分得点のクラスタ分析による樹形図
太文字のＡ～Ｅは類型化された5つの地域グループを示す。英数字

は消防署／消防分署を示す（図1参照）。

図8 主成分得点のクラスタ分析による樹形図
太文字のＡ～Ｅは類型化された5つの地域グループを示す。英数字

は消防署／消防分署を示す（図1参照）。

図8 主成分得点のクラスタ分析による樹形図
太文字のＡ～Ｅは類型化された5つの地域グループを示す。英数字

は消防署／消防分署を示す（図1参照）。

第
三
節

消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
特
性
か
ら
み
た
地
域
グ
ル
ー
プ

本
研
究
で
は
、
消
化
管
出
血
患
者
に
対
す
る
搬
送
特
性
か
ら
大
阪
市
内
の
五
〇
の
救
急
隊
最
近
接
地
域
を
類
型
化
（
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
）
す
る

た
め
に
W
ard
法
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
分
析
を
行
っ
た
。
ク
ラ
ス
タ
分
析
に
用
い
た
変
数
は
、
主
成
分
分
析
で
用
い
た
五
〇
の
救
急
隊
最
近
接
地

域
に
対
す
る
第
一
、
第
二
、
第
三
主
成
分
の
主
成
分
得
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ス
タ
分
析
で
得
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
第
一
、
第
二
、
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図9 地域グループごとの主成分得点の平均値
本グラフの縦軸に対する値はＡ～Ｅグループごとに集計した主成分得点の平均値である。

図9 地域グループごとの主成分得点の平均値
本グラフの縦軸に対する値はＡ～Ｅグループごとに集計した主成分得点の平均値である。

図9 地域グループごとの主成分得点の平均値
本グラフの縦軸に対する値はＡ～Ｅグループごとに集計した主成分得点の平均値である。

第
三
主
成
分
得
点
の
平
均
値
を
算
出
し
、
主
成
分
得
点
の
平
均
値
か
ら
各
グ
ル
ー

プ
の
解
釈
を
行
っ
た
。

ク
ラ
ス
タ
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
た
図
8
の
樹
形
図
を
も
と
に
五
〇
の
救
急
隊
最

近
接
地
域
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
類
型
化
し
た
。
類
型
化
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
Ａ

か
ら
Ｅ
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
第
一
、
第
二
、
第
三

主
成
分
得
点
の
平
均
値
が
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
示
し
て
い
る
（
図
9
）。

し
た
が
っ
て
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
は
、
他
グ
ル
ー
プ
と
比
較
す
る
と
搬

送
距
離
が
大
阪
市
内
に
お
い
て
も
短
距
離
で
、
か
つ
時
間
帯
や
平
日
・
休
日
に
よ

ら
ず
医
療
機
関
へ
の
連
絡
が
少
な
い
地
域
と
解
釈
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
は
、
大
阪
市
内
で
は
消
化
管
出
血
患
者
の
救
急
搬
送
が
円

滑
に
行
わ
れ
て
お
り
、「
救
急
搬
送
円
滑
地
域
」
と
解
釈
で
き
る
。

Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
、
第
三
主
成
分
得
点
の
平
均
値
が
マ
イ
ナ
ス
を
示
す
こ
と
か
ら
、

大
阪
市
内
に
お
い
て
平
日
夜
間
帯
の
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
が
相
対
的
に
少
な

い
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
主
成
分
得
点
の
平

均
値
が
Ａ
か
ら
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
中
で
相
対
的
に
最
も
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
は
「
医
療
機
関
選
定
困
難
地
域
（
休

日
）」
と
解
釈
で
き
る
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
、
第
一
主
成
分
得
点
の
平
均
値
が
マ
イ
ナ
ス
、
第
二
、
第
三
主

成
分
得
点
の
平
均
値
が
プ
ラ
ス
の
値
を
示
し
、
第
三
主
成
分
得
点
の
平
均
値
が
五
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図10 消化出血患者に対する搬送特性からみた地域グループ
本図の太線は大阪市を東西南北の地域で分割した大阪市基本保健医療圏の境界を示している。

図10 消化出血患者に対する搬送特性からみた地域グループ
本図の太線は大阪市を東西南北の地域で分割した大阪市基本保健医療圏の境界を示している。

図10 消化出血患者に対する搬送特性からみた地域グループ
本図の太線は大阪市を東西南北の地域で分割した大阪市基本保健医療圏の境界を示している。

図10 消化出血患者に対する搬送特性からみた地域グループ
本図の太線は大阪市を東西南北の地域で分割した大阪市基本保健医療圏の境界を示している。

グ
ル
ー
プ
の
中
で
最
大
値
を
示
す
こ
と
か
ら
、

特
に
平
日
夜
間
帯
に
お
い
て
医
療
機
関
へ
の

連
絡
回
数
が
多
い
地
域
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

地
域
は
「
医
療
機
関
選
定
困
難
地
域
（
平
日

夜
間
帯
）」
と
解
釈
で
き
る
。

Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
、
第
一
、
お
よ
び
第
三
主

成
分
得
点
の
平
均
値
が
プ
ラ
ス
の
値
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
図
10
の
消
化
管

出
血
患
者
の
搬
送
特
性
を
示
す
地
図
か
ら
、

Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
概
し
て
、
大
阪
市
の
外
縁
部

に
広
く
分
布
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
Ｄ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
は

「
大
阪
市
外
縁
部
の
医
療
機
関
選
定
困
難
地

域
（
平
日
夜
間
帯
）」
と
解
釈
で
き
る
。

最
後
に
、
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
解
釈
す
る
。
Ｅ

グ
ル
ー
プ
は
、
第
一
主
成
分
得
点
の
平
均
値

が
五
グ
ル
ー
プ
の
中
で
相
対
的
に
突
出
し
て

高
い
値
を
示
す
一
方
、
第
二
主
成
分
得
点
、
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お
よ
び
第
三
主
成
分
得
点
の
平
均
値
が
五
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
相
対
的
に
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と

比
較
す
る
と
、
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
が
少
な
く
、
遠
方
に
あ
る
医
療
機
関
へ
の
救
急
搬
送
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
は
「
長
距
離
搬
送
地
域
」
と
解
釈
で
き
る
。
本
節
の
最
後
に
、
大
阪
市
に
お
け
る
五
つ
の
地
域
グ
ル
ー

プ
の
分
布
状
況
を
図
10
か
ら
確
認
す
る
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
は
東
部
、
西
部
、
南
部
医
療
圏
が
交
わ
る
地
域
や
、
南
部
お
よ
び
北
部
医
療
圏
内
の
一
部
地
域
に
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
図
10
か
ら
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
は
東
部
、
西
部
、
北
部
医
療
圏
が
交
わ
る
地
域
に
、
そ
し
て
Ｄ
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
は
西
部
医
療
圏
の
湾
岸
地
域
の
一
部
と
大
阪
市
の
外
縁
部
に
お
い
て
広
く
分
布
す
る
こ
と
が
図
10
か
ら
見
て
取
れ
る
。

Ｅ
グ
ル
ー
プ
は
南
部
医
療
圏
の
湾
岸
地
区
で
あ
る
S4
の
救
急
隊
配
置
地
点
周
辺
の
み
で
確
認
さ
れ
る
。

第
三
章
で
は
、
大
阪
市
に
お
け
る
消
化
管
出
血
患
者
の
救
急
搬
送
に
つ
い
て
、
主
成
分
分
析
に
よ
り
搬
送
特
性
の
地
域
差
を
明
ら
か
に
し
、

ク
ラ
ス
タ
分
析
に
よ
っ
て
大
阪
市
内
を
五
つ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
。
次
章
で
は
、
五
つ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
消
化
管
出
血
患

者
に
対
す
る
搬
送
困
難
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
要
因
や
救
急
搬
送
の
円
滑
化
に
向
け
た
対
応
策
を
考
察
す
る
。

①

大
阪
市
消
防
局
は
「
消
防
署
〜
現
場
」、「
現
場
〜
医
療
機
関
」
な
ど
の
移
動
を

伴
う
救
急
活
動
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
道
路
上
の
移
動
距
離
（
㎞
）
を
記
録

保
存
し
て
い
る
。

②

郵
便
番
号
や
住
所
の
情
報
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
位
置
を
示
す
緯
度
・
経
度
な

ど
の
座
標
値
を
付
与
す
る
処
理
を
ジ
オ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
。
本
研
究
で
は
、

抽
出
さ
れ
た
消
化
管
出
血
患
者
の
覚
知
地
点
の
住
所
か
ら
ジ
オ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
電
子
地
図
上
に
表
示
さ
せ
て
ポ
イ
ン
ト
・
デ
ー
タ

と
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
・
デ
ー
タ
の
位
置
精
度
は
号
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
た
だ
し
、
電

子
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
消
化
管
出
血
患
者
の
覚
知
地
点
の
表
示
は
個
人
情
報

秘
匿
の
観
点
か
ら
本
稿
で
は
割
愛
し
た
。

③

平
日
昼
間
帯
、
平
日
夜
間
帯
、
休
日
ご
と
の
「
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
」
と

「
医
療
機
関
へ
の
連
絡
時
間
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
Pearson
の
積
率
相

関
係
数
が
有
意
水
準
一
％
で
〇
・
九
を
超
え
て
い
た
た
め
、
平
日
昼
間
帯
、
平
日

夜
間
帯
、
休
日
の
「
医
療
機
関
へ
の
連
絡
時
間
」
を
示
す
三
変
数
は
主
成
分
分
析

の
投
入
変
数
か
ら
除
外
し
た
。
ま
た
、
本
研
究
で
は
、
累
積
寄
与
率
が
八
〇
％
以

下
の
三
つ
の
主
成
分
に
つ
い
て
解
釈
を
行
っ
た
。
な
お
、
本
文
中
で
用
い
る
相
関

係
数
は
全
て
Pearson
の
積
率
相
関
係
数
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
Pearson
の

積
率
相
関
係
数
の
算
出
、
主
成
分
分
析
、
お
よ
び
ク
ラ
ス
タ
分
析
は
SPSS

Statistics
23.0（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
）
を
使
用
し
た
。

④

主
成
分
負
荷
行
列
は
投
入
変
数
と
主
成
分
得
点
間
の
相
関
係
数
を
示
す
行
列
で

あ
る
。
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表4 地域グループごとの消化管出血受入れ医療機関と受入れ患者数

平日昼間帯 平日夜間帯 休日

地域
グループ

受入
病院数

受入病院数
(10名以上)

受入患者数
受入
病院数

受入病院数
(10名以上)

受入患者数
受入
病院数

受入病院数
(10名以上)

受入患者数

Ａ 9 2 51(32.9％) 8 4 125(32.2％) 8 5 124(38.0％)
Ｂ 11 1 51(32.9％) 15 6 146(37.6％) 12 4 87(26.7％)
Ｃ 14 1 43(27.7％) 10 3 75(19.2％) 10 3 77(23.6％)
Ｄ 0 0 0 (0.0％) 1 0 1 (0.3％) 4 0 4 (1.2％)
Ｅ 0 0 0 (0.0％) 0 0 0 (0.0％) 0 0 0 (0.0％)
大坂市外 6 0 10 (6.5％) 9 1 41(10.6％) 10 0 34(10.4％)
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第
四
章

大
阪
市
に
お
け
る
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
困
難

第
一
節

地
域
グ
ル
ー
プ
か
ら
み
た
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
困
難

本
節
で
は
、
医
療
機
関
へ
の
搬
送
特
性
か
ら
分
類
し
た
地
域
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
消
化
管
出
血
患
者
の

搬
送
困
難
を
検
討
し
、
そ
の
地
域
差
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
章
で
行
っ
た
分
析
と
同
様
、
搬
送
困
難

を
「
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
」
が
四
回
以
上
と
定
義
し
、
第
三
章
で
分
類
し
た
Ａ
か
ら
Ｅ
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
困
難
割
合
を
算
出
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｄ
グ
ル
ー
プ
の
搬
送
困
難
比
率
が
最
大
値
の
二
六
％
を
示
し
、
次
い
で
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
、

Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
値
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
四
％
、
二
二
％
と
な
っ
た
。
第
三
章
で
「
救
急
搬
送
円
滑
地

域
」
と
し
て
解
釈
し
た
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
八
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
湾
岸
地
域
に
あ
る
南
港
地
域
の
み
で

確
認
さ
れ
た
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
搬
送
困
難
割
合
の
値
は
〇
％
、
つ
ま
り
搬
送
困
難
の
定
義
に
当

て
は
ま
る
救
急
搬
送
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
は
、
時
間
帯
や
平
日
・
休

日
に
関
わ
ら
ず
消
化
管
出
血
患
者
の
受
入
れ
を
標
榜
す
る
医
療
機
関
は
な
い
（
表
4
）。
Ｅ
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
地
域
に
お
い
て
発
生
し
た
消
化
出
血
患
者
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
の
特
定
の
医

療
機
関
に
搬
送
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
連
絡
回
数
が
少
な
い
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
で
は
、
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
除
い
た
Ａ
か
ら
Ｄ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、

時
間
帯
や
平
日
・
休
日
に
よ
る
搬
送
困
難
の
違
い
を
図
11
の
グ
ラ
フ
を
用
い
て
解
説
す
る
。

Ａ
か
ら
Ｄ
の
四
つ
の
地
区
グ
ル
ー
プ
で
は
、
平
日
昼
間
帯
と
比
較
す
る
と
、
平
日
夜
間
帯
、
お
よ
び
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図11 地域グループごとの消化出血患者の搬送困難割合
本グラフの縦軸は消化出血患者に対する搬送困難の割合を示している。本グラフで示される搬送困難割

合は医療機関連絡回数が四回以上の搬送数を全搬送数で除した値である。

図11 地域グループごとの消化出血患者の搬送困難割合
本グラフの縦軸は消化出血患者に対する搬送困難の割合を示している。本グラフで示される搬送困難割

合は医療機関連絡回数が四回以上の搬送数を全搬送数で除した値である。

図11 地域グループごとの消化出血患者の搬送困難割合
本グラフの縦軸は消化出血患者に対する搬送困難の割合を示している。本グラフで示される搬送困難割

合は医療機関連絡回数が四回以上の搬送数を全搬送数で除した値である。

休
日
に
お
い
て
高
い
割
合
で
搬
送
困
難
が
生
じ
て
い
る
が
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
に

属
す
る
地
域
は
、
地
域
グ
ル
ー
プ
内
で
唯
一
、
平
日
昼
間
帯
に
搬
送
困
難
が

発
生
し
て
い
な
い
こ
と
が
図
11
か
ら
読
み
取
れ
る
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

地
域
で
は
休
日
に
お
け
る
搬
送
の
う
ち
四
一
％
が
搬
送
困
難
の
定
義
に
該
当

し
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
内
で
最
も
高
い
搬
送
困
難
割
合
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
、
お
よ
び
Ｄ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
に
注
目
す
る
と
、

平
日
夜
間
帯
、
休
日
と
も
に
二
〇
％
以
上
の
消
化
管
出
血
患
者
の
救
急
搬
送

が
搬
送
困
難
で
あ
る
こ
と
が
図
11
か
ら
読
み
取
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
大

阪
市
内
に
お
い
て
時
間
帯
や
平
日
・
休
日
に
よ
り
消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送

に
つ
い
て
搬
送
困
難
に
地
域
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
次
節
で
は
、

こ
の
よ
う
な
搬
送
困
難
の
地
域
差
が
生
じ
る
要
因
や
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

第
二
節

消
化
管
出
血
患
者
の
搬
送
困
難
事
案
が
生
じ
る

要
因
と
そ
の
対
応
策

搬
送
困
難
が
生
じ
る
要
因
と
し
て
、
患
者
発
生
と
い
う
需
要
と
医
療
資
源

の
供
給
と
の
間
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
救
急
医
療
の
理

念
上
、
本
研
究
対
象
で
あ
る
消
化
管
出
血
患
者
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
な
い
。
一
方
、
医
療
資
源
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
患
者
が
発
生
す
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る
地
域
や
時
間
帯
に
応
じ
た
医
療
資
源
の
配
分
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
で
は
地
域
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
消
化
管
出

血
患
者
の
発
生
状
況
と
患
者
の
搬
送
先
で
あ
る
医
療
機
関
と
の
位
置
的
関
係
を
中
心
に
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
抽
出
さ
れ
た
八
六
九
件
の

消
化
管
出
血
患
者
の
発
生
状
況
と
受
け
入
れ
先
と
な
っ
た
医
療
機
関
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
地
域
グ
ル
ー
プ
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
地
域
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
受
け
入
れ
医
療
機
関
数
や
受
け
入
れ
患
者
数
を
集
計
し
た
（
表
4
）。

そ
の
結
果
、
Ａ
か
ら
Ｄ
の
四
つ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
の
中
で
最
も
搬
送
困
難
率
が
低
い
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
に
注
目
す
る
と
、
Ａ
グ

ル
ー
プ
地
域
に
立
地
し
て
い
る
医
療
機
関
が
い
ず
れ
の
時
間
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
も
、
大
阪
市
内
で
発
生
し
た
三
割
以
上
の
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
点
、
平
日
夜
間
帯
と
休
日
に
は
立
地
す
る
医
療
機
関
の
半
数
以
上
は
十
名
以
上
の
患
者
の
受
入
が
あ
る
点
が
表
4
か
ら
読
み
取
れ
る
。

次
に
、
休
日
に
顕
著
な
搬
送
困
難
が
確
認
さ
れ
た
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
注
目
す
る
と
、
特
に
平
日
夜
間
帯
と
比
較
す
る
と
休
日
で
は
受
入
患
者
数
が

顕
著
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
点
が
表
4
か
ら
指
摘
で
き
る
。
平
日
夜
間
帯
に
顕
著
な
搬
送
困
難
が
生
じ
て
い
る
Ｃ
グ
ル
ー
プ
、
お
よ
び
Ｄ
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
に
着
目
す
る
と
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
は
平
日
夜
間
で
は
市
内
で
発
生
し
た
患
者
の
約
二
割
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
一
方
、
Ｄ
グ
ル
ー
プ
で
は
患
者
の
受
入
が
数
件
の
み
で
あ
り
、
十
件
以
上
の
受
入
実
績
の
あ
る
医
療
機
関
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
表

4
か
ら
読
み
取
れ
る
。

以
上
の
分
析
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
医
療
資
源
の
供
給
の
観
点
か
ら
消
化
管
出
血
患
者
に
対
す
る
円
滑
な
搬
送
に
む
け
て
対
応
策
を
検
討
す
る
。

救
急
搬
送
円
滑
地
域
と
し
て
定
義
さ
れ
た
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
平
日
夜
間
帯
や
休
日
に
十
名
以
上
の
患
者
の
受
入
実
績

が
あ
る
医
療
機
関
が
他
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
と
比
較
す
る
と
多
く
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
表
4
か
ら
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
休

日
で
搬
送
困
難
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
Ｂ
グ
ル
ー
プ
や
、
平
日
夜
間
帯
や
休
日
で
の
搬
送
困
難
が
確
認
さ
れ
た
Ｃ
、
Ｄ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地

域
に
お
い
て
は
病
院
群
輪
番
制①
を
導
入
す
る
こ
と
が
対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
搬
送
困
難
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
属

す
る
地
域
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
地
域
（
大
阪
南
港
地
域
）
に
お
い
て
は
搬
送
困
難
の
定
義
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
も

の
の
、
出
場
〜
医
療
機
関
到
着
時
間
が
平
均
三
九
・
四
分
と
高
い
値
を
示
し
て
い
る
点
、
図
5
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
他
の
地
域
グ
ル
ー
プ
と
比
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較
し
て
遠
方
へ
の
医
療
機
関
の
搬
送
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
長
距
離
搬
送
を
避
け
る
た
め
に
、
大
阪
南
港
地
域
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
医
療
機
関
へ
の
消
化
管
出
血
患
者
の
受
け
入
れ
要
請
が
検
討
さ
れ
る
。

本
研
究
で
は
、
地
域
グ
ル
ー
プ
と
搬
送
先
医
療
機
関
の
分
布
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
消
化
管
出
血
患
者
の
受
け
入
れ
を
標
榜
し

て
い
る
医
療
機
関
が
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
か
、
応
需
率②
に
関
す
る
検
討
が
さ
ら
に
必
要
と
な
ろ
う
。
搬
送
特
性
と

受
入
先
医
療
機
関
の
応
需
率
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

①

病
院
群
輪
番
制
と
は
、
二
次
医
療
圏
内
な
ど
の
地
域
内
の
病
院
群
が
共
同
連
帯

し
輪
番
制
方
式
に
よ
り
、
休
日
・
夜
間
に
お
け
る
重
症
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る

制
度
で
あ
る
。

②

鈴
木
ら
は
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
の
都
市
部
で
の
救
急
患
者
の
不
応
需
率
の
高

さ
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
患
者
側
の
需
要
抑
制
を
示
し
て
い
る
。

鈴
木
昌
、
堀
進
悟
「
救
急
搬
送
先
病
院
の
選
定
困
難
事
案
多
発
の
原
因
に
つ
い
て

の
検
討
」、
日
本
救
急
医
学
会
雑
誌
、
二
十
一
巻
十
一
号
、
八
九
九
-
九
〇
八
頁
、

二
〇
一
〇
。

お

わ

り

に

本
研
究
で
は
救
急
隊
最
近
接
地
域
と
い
う
空
間
分
析
単
位
を
も
と
に
大
阪
市
内
に
お
け
る
消
化
管
出
血
の
患
者
搬
送
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ

た
結
果
、
地
域
ご
と
に
時
間
帯
や
平
日
・
休
日
に
お
け
る
搬
送
困
難
の
状
況
が
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
患
者
の
発
生
と
受
入
先
と

な
る
医
療
機
関
の
立
地
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
研
究
の
枠
組
み
で
行
っ
た
検
討
結
果
が
医
療
機
関
へ
の
協
力
体
制
を
検
討
す
る
基

礎
的
な
資
料
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
た
。

本
稿
の
最
初
に
解
説
し
た
「
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
け
入
れ
の
実
施
に
関
す
る
基
準①
」
で
は
、
消
防
機
関
、
医
療
機
関
等
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
協
議
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
け
入
れ
の
実
施
状
況
を
調
査
・
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
実
施
基
準
の
見
直
し
に

反
映
さ
せ
る
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
消
化
管
出
血
患
者
を
対
象
と
し
た
搬
送
特
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
本
研
究
で
採

用
し
た
分
析
の
枠
組
み
は
他
の
疾
患
に
対
し
て
も
適
用
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
疾
患
別
の
患
者
発
生
状
況
と
搬
送
特
性
か
ら
地
域
実
情
に

応
じ
て
、
平
日
・
休
日
や
時
間
帯
ご
と
に
、
ど
の
地
域
の
医
療
機
関
に
対
し
て
輪
番
制
病
院
の
協
力
を
依
頼
す
る
か
の
判
断
材
料
と
な
る
だ
ろ
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う
。近

年
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
GIS）
の
発
展
と
疾
病
や
健
康
水
準
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
の
整
備
や
公
開
に
よ
り
、
地
理
学
の
み
な
ら
ず
、

医
学
、
獣
医
学
、
公
衆
衛
生
学
な
ど
に
お
い
て
空
間
分
析
的
な
視
点
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る②
。

地
理
学
で
は
、
地
域
を
捉
え
る
一
つ
の
概
念
と
し
て
等
質
地
域
が
あ
り③
、
一
定
地
域
に
お
け
る
地
域
構
造
を
理
解
す
る
際
の
分
析
的
枠
組
み

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
都
市
内
部
の
住
民
特
性
の
空
間
的
分
化
の
把
握
や
地
域
機
能
に
よ
る
市
区
町
村
類
型
化
を
目
的
と
し
た
等
質

地
域
分
析
で
は
、
市
区
町
村
境
界
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
境
界
が
分
析
の
空
間
単
位
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
地
理
学
で
は
研
究
者
自
身

が
研
究
上
の
観
点
か
ら
空
間
的
広
が
り
（
ス
ケ
ー
ル④
）
を
設
定
す
る
こ
と
の
方
法
論
的
有
用
性
や
、
地
理
学
の
他
の
学
問
に
対
す
る
独
自
性
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
救
急
患
者
の
搬
送
特
性
の
地
域
差
を
捉
え
る
た
め
に
、
救
急
隊
最
近
接
地
域
と
い
う
空
間
ス
ケ
ー

ル
を
設
定
し
等
質
地
域
分
析
の
枠
組
み
で
分
析
を
行
っ
た
が
、
限
ら
れ
た
救
急
医
療
資
源
の
中
で
患
者
や
地
域
住
民
に
対
し
て
、
平
等
か
つ
良

質
な
救
急
医
療
の
提
供
に
向
け
て
地
理
学
の
立
場
か
ら
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

①

前
掲
参
照
。

②

H
ealth
&
Place
や
International
Journal
of
H
ealth
Geographicsに

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
空
間
的
・
地
理
的
分
析
の
枠
組
み
か
ら
疾
病
や
健
康
を
捉

え
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
近
年
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
地
理
学
以
外
の
専
門
家
か
ら
数
多

く
の
研
究
報
告
が
あ
り
、
疾
病
と
地
理
的
環
境
や
健
康
と
場
所
を
め
ぐ
る
学
際
的

な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

③

木
内
信
蔵
『
地
域
概
論
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
三
七
〇
頁
、
一
九
六
八
年
。

④

山
崎
（
二
〇
一
三
）
は
、
地
図
学
ス
ケ
ー
ル
、
方
法
論
的
ス
ケ
ー
ル
、
地
理
的

ス
ケ
ー
ル
の
三
つ
の
ス
ケ
ー
ル
の
概
念
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
本
研
究

で
設
定
し
た
「
救
急
隊
最
近
接
地
域
」
空
間
分
析
単
位
は
方
法
論
的
ス
ケ
ー
ル
と

定
義
で
き
よ
う
。
山
崎
孝
史
『
政
治
・
空
間
・
場
所

「
政
治
の
地
理
学
」
に

む
け
て

﹇
改
訂
版
﹈』、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
四
二
頁
、
二
〇
一
三
。
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を
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、
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ihr nicht genug auseinandersetzen wollen. In diesem Sinne ist die koloniale

Vergangenheit auch heute noch zu bewältigen.

Key Words ; Germany, tropical medicine, colonialism, bacteriology, miasma theory

Emergency Transportation Characteristics of Patients with

Gastrointestinal Bleeding of Areal Groups in Osaka City

by

KIMURA Yoshinari

Emergency medical cases whose nature cannot be immediately identified

by a medical institution receiving a patient have been reported nationwide,

and are becoming a social problem. This paper clarified differences based on

geographic area in transportation characteristics of patients with

gastrointestinal bleeding that were difficult to identify in Osaka city, and

examined measures to enable smooth ambulance transport of patients to

hospitals. The study used a spatial analysis unit called “emergency service

area by nearest neighbor interpolation”, devised to examine areal differences

in transportation characteristics of patients with gastrointestinal bleeding

based on transportation time and the number of times the medical institution

was contacted per weekday/holidays and time zones. Osaka City was

classified into five areal groups according to transportation characteristics,

and results confirmed clear areal differences in transportation difficulties

depending on weekdays, holidays, and time zones. Based on the prevalence

of patients with gastrointestinal bleeding and location of medical institutions

receiving patients, areas likely to have an imbalance between the two were

identified, and the introduction of a rotation system of emergency care

among emergency hospitals will be considered for affected areas.

Key Words ; emergency medical service, ambulance transport, gastrointestinal

bleeding, GIS, Osaka city
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